
平成 28年 11月 7日

鈴鹿市長

末松 則子 様
教育長

玉川 登美男様
公明党 鈴鹿市議団

学校給食中止の見直しを求める緊急要望

11月 2日 、野菜価格の高騰により予算内での食材確保が困難になったとして、本年 12月 20
日と来年 1月 12日合わせて2日 間、市立30の小学校と13の幼稚園すべてで給食を中止すると
の報1道がありました。

このことは、寝耳に水であり、保護者に対しても10月 末に文書による通知で連絡したのみで、
事前説明が行われておらず、議会に対しても何の説明もないまま、全国的に大きく報道されたこと

は誠に遺憾であり、保護者はじめ市民を軽視した行為であると言わざるを得ません。

夏場の台風などの被害の影響もあり、野菜価格の高騰は全国的にも早くから懸念されており、県

内他市町においても同じ課題を抱えている中で、本市が先行して学校給食の中止に踏み切ることは

問題であります。

献立の見直し、材料の変更、一時的に一括購入をするなどの工夫をして、材料高騰の対策をして

いるところもあります。

何よりも保護者から意見を聞くこともなく、教育委員会事務局だけで決定し一方的に通知したこ

とは問題であり、今回の報道で寄せられた市民の意見を尊重し、学校給食中止を見直すことを求め

ます。

以上のことを踏まえ、下記の事項を要望致します。

記

1.学校給食の中止を見直すこと。

2.献立や材料の変更、仕入れなどの工夫をし、保護者負担を求めないこと。
3.不足分は補正予算で補 うこと。

4.材料の高騰や不足に陥る事態を想定し、事前に対策を準備すること。
5.給食費については来年度以降も安易に値上げを行わないこと.。
6。 すずかし地産地消推進条例に照らし、生産者と連携を密にすること。

以上


